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１３． 平面ベクトル

１３－２． ベクトルと平面図形

１３－２－２．直線のベクトル方程式

１３－２－２－３．法線ベクトルによる表示

0 でないベクトルn に垂直で点  aA を通る直線を g とする。 g 上の点  pP に対して、

PA  の場合、 0AP  だから 0AP  n

PA  の場合、 nAP だから 0AP  n

どちらの場合も

0AP  n
よって

  0 nap

が成り立つ。これは、直線 g のベクトル方程式である。この直線 g と垂直なn を、直線 g の法

線ベクトルという。

Oを原点とする座標平面上で、  yx,P 、  11 ,A yx 、  ban , とすると、

       0,,, 11  bayxyx
    0,, 11  bayyxx
    011  yybxxa

さらに、これを展開すると

  011  byaxbyax

12 byax  は定数であるから、これを c とすると

0 cbyax
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（例）

点  aA の座標を  2,1 、  2,3 n とする。点 A を通り、n を法線ベクトルとする直線 g の

ベクトル方程式は、直線上の点を  pP とすると

  0 nap

 yx,P として、成分の計算を行うと

    02,32,1  yx
    02213  yx

0123  yx
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